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１めいわ広報

■発行日　平成２０年１月１０日

防犯を呼びかけ

２００７明和町安全で安心なまちづくりフェアが役

場町民プラザで行われ、１日警察署長に任命

された吉永美香さんは、訪れたかたに防犯を

呼びかけました。

●みんなの広場

●Photo Topics
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　５会場で町制懇談会 P３

P４～P５



（２）

町
の
新
た
な
特
産
品
に
梨
の
ワ
イ
ン

　
こ
の
ワ
イ
ン
は
、
町
の
特
産
品
の
梨

を
さ
ら
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
こ
う
と
造
ら

れ
た
ワ
イ
ン
で
、
栽
培
さ
れ
る
梨
の
中

で
も
特
に
み
ず
み
ず
し
く
美
味
し
い

と
定
評
の
あ
る
「
豊
水
」
を
１
０
０
％

使
用
し
た
ワ
イ
ン
で
す
。
９
月
に
収

穫
し
た
ば
か
り
の
豊
水
を
長
野
県
の
ワ

イ
ナ
リ
ー
に
送
り
醸
造
を
開
始
。　

月
１２

中
旬
に
美
味
し
い
ワ
イ
ン
に
な
り
戻
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
味
は
さ
わ
や
か
で

文
字
通
り
微
笑
ま
し
い
ワ
イ
ン
に
仕
上

が
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
に
ご
賞
味

い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
、
好
評
の
た

め
広
報
紙
で
お
知
ら
せ
す
る
前
に
完
売

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
回
手
に

入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
か
た
に

は
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
つ
ぎ
の
機

会
は
ぜ
ひ
ご
賞
味
下
さ
い
。

　
こ
の
梨
ワ
イ
ン
を
製
造
す
る
に
あ
た

り
、
名
称
と
ラ
ベ
ル
の
図
案
を
一
般
公

募
し
た
と
こ
ろ
、
東
毛
地
域
を
中
心
に

名
称
　
点
、
図
案
　
点
の
ご
提
案
を
い

７０

２４

た
だ
き
ま
し
た
。

　
恩
田
町
長
や
梨
組
合
、
Ｊ
Ａ
関
係
者

ら
　
人
で
審
査
に
あ
た
り
、
言
葉
の
温

１１
か
さ
や
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
、

名
称
は
青
木
か
ず
子
さ
ん
（
田
島
）
の

作
品
『
梨
の
ほ
ほ
笑
み
』
に
、
図
案
は

新
井
由
枝
さ
ん
（
中
谷
）
の
作
品
が
選

ば
れ
、
２
人
に
は
梨
ワ
イ
ン
が
プ
レ
ゼ

ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

（２）



（３）広報めいわ　平成２０年１月１０日

　
町
政
懇
談
会
は
、　

月
７
日
の
上

１０

江
黒
地
区
を
皮
切
り
に
中
谷
・
須
賀
・

大
佐
貫
・
矢
島
地
区
で
開
か
れ
、
地
域

か
ら
出
さ
れ
た
テ
ー
マ
を
中
心
に
町

民
と
町
が
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。
　

　
今
回
の
町
政
懇
談
会
は
、
９
月
か

ら
　
月
末
ま
で
の
期
間
中
申
し
込
み

１０
の
あ
っ
た
５
地
区
に
町
長
が
出
向
い

て
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
お
聞
き

し
、
町
政
に
反
映
す
る
た
め
に
開
い

た
も
の
で
す
。
恩
田
町
長
か
ら
町
政

の
概
要
説
明
の
後
、
テ
ー
マ
に
つ
い

て
住
民
か
ら
率
直
な
意
見
や
提
言
が

あ
り
ま
し
た
。

　
５
会
場
の
出
席
者
は
、
上
江
黒
区

住
民
セ
ン
タ
ー
が
　
人
（
　
月
７
日
）
、

４８

１０

中
谷
住
民
セ
ン
タ
ー
が
　
人
（
　
月
　

４９

１０

２５

日
）、
須
賀
公
民
館
が
　
人
（
　
月
　

５８

１１

１０

日
）、
大
佐
貫
農
構
改
善
セ
ン
タ
ー
が

　
人
（
　
月
　
日
）
、
矢
島
公
民
館
が

５４

１１

１１

　
人
（
　
月
　
日
）
で
合
わ
せ
て
２
６

５７

１１

１５

６
人
。
町
か
ら
は
、
恩
田
町
長
や
担

当
課
長
・
係
長
、
地
区
担
当
職
員
、
町

議
会
か
ら
も
多
く
の
議
員
が
各
会
場

を
廻
り
ま
し
た
。

　
懇
談
会
に
お
け
る
主
な
テ
ー
マ
は
、

▼
東
部
地
区
活
性
化
の
た
め
の
町
の

施
策
に
つ
い
て
▼
農
業
集
落
排
水
に

つ
い
て
▼
県
道
パ
ト
ロ
ー
ル
と
緊
急

連
絡
等
に
つ
い
て
▼
屋
外
放
送
に
つ

い
て
▼
下
水
道
工
事
計
画
と
負
担
金

に
つ
い
て
▼
環
境
問
題
に
つ
い
て
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
、
町
長
ら
が
丁
寧
に

答
え
て
い
ま
し
た
。

■主な質問と回答

Ｑ　東部地区活性化について

Ａ　現在のところ、農産物直売所の東部
地区建設について検討委員会を立ち上げ、

どの辺がよいか検討していく会議を予定し

ていますので、町民のかたが出席する会議

等で、東部地区を町民の皆さんがどのよう

に発展させていきたいかご意見等を聞き、

東部地区活性化推進に向けて意見交換を行

いたいと考えています。　　　　　　　　

Ｑ　農業集落排水地域の合併浄化槽の
推進について

Ａ　平成１８年度国から合併浄化槽への補
助金実績は、５人槽が１６基、７人槽が１７

基、１０人槽が３基、合計３６基を設置しまし

た。国・県それぞれにこれまでの実績に基

づいて、毎年３６基前後の申請をして補助金

をもらっています。また、設置申請数が補

助金の申請分を超える場合は、随時追加申

請をしていきたいと考えています。今まで

の統計を見ますと年間に30基前後の実績

があり、今後も合併浄化槽を推進していこ

うと考えています。　

Ｑ　屋外放送について

Ａ　町からのお知らせを毎日朝・夕、屋外
スピーカーを通じて放送しています。最近

は風向き等で聞こえないとの苦情が寄せら

れ、「スピーカーは増設しないのか」という

ご意見もいただきますが、通常時には十分

に聞こえるように配置してありますが、風

などの影響で聞こえない場合もあるかもし

れません。しかし、単にスピーカーを増設

しても音声が重なって、聞きにくくなる場

合がありますので、今の３２箇所が限度かと

考えています。町では、屋外放送が聞きに

くい時に、固定電話や携帯電話からテレ

ドームの案内番号に電話をかけて放送内容

が確認できるテレホンサービスを行ってい

ます。また、登録していただいたかたに情

報を発信する携帯メールを普及させていき

たいと考えています。

　屋外放送施設もかなり老朽化しています

ので、伝達方法も含め検討しなければと考

えています。

町の概要などを説
明する恩田町長

町内５会場で行われた町政懇談会

地域から出されたテーマ

について意見交換

上江黒地区を皮切りに町内５会場で

町政懇談会



（４）

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い

で
輝
か
し
い
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
　
年
の
国
内
外
の
情
勢
を
見
ま
す
と
、
国

１９

外
で
は
９
月
８
日
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協
力
会

議
（
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
の
首
脳
会
議
に
お
い
て
地
球
温

暖
化
対
策
に
関
す
る
数
値
目
標
を
盛
り
込
ん
だ

「
シ
ド
ニ
ー
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
、
ま
た
　
月
　
日

１０

１２

の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
で
は
、
ゴ
ア
前
米
副
大
統
領

が
環
境
部
門
に
お
い
て
初
め
て
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

国
内
に
お
い
て
も
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
の
普
及
を

京
都
議
定
書
目
標
達
成
計
画
に
掲
げ
る
な
ど
地
球

温
暖
化
を
は
じ
め
と
す
る
環
境
問
題
に
人
々
の
関

心
が
強
ま
っ
た
一
年
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
ま
た
、

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
収

賄
事
件
や
汚
職
、
年
金
記
録
漏
れ
問
題
な
ど
公
務

員
に
よ
る
不
祥
事
が
後
を
絶
た
ず
、
公
務
員
の
資

質
が
厳
し
く
問
わ
れ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
町
で
は
町
民
参
加
の
町
政
を

基
本
と
し
た
元
気
な
華
の
里
づ
く
り
支
援
事
業
、

少
子
化
対
策
と
し
て
の
出
産
祝
金
支
給
事
業
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
・
蛍
光
管
・
入
れ
歯
な

ど
の
品
目
を
新
た
に
加
え
、
資
源
化
に
努
め
た
ご

み
減
量
化
事
業
、
特
産
物
振
興
を
め
ざ
し
た
観
光

用
梨
ワ
イ
ン
醸
成
事
業
等
ソ
フ
ト
事
業
を
は
じ
め

と
し
て
、
主
要
事
業
で
あ
る
旧
東
部
児
童
館
跡
地

分
譲
造
成
事
業
、
水
質
浄
化
セ
ン
タ
ー
増
設
工
事

な
ど
ハ
ー
ド
事
業
も
併
せ
て
実
施
し
、
平
成
　
年
２６

度
を
目
標
と
す
る
第
５
次
総
合
計
画
に
沿
っ
て
着

実
に
推
し
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

優
良
企
業
の
誘
致
に
よ
り
、
明
和
町
と
し
て
初
め

て
交
付
税
不
交
付
団
体
と
な
り
ま
し
た
こ
と
も
特

筆
す
べ
き
こ
と
で
し
た
。

　
新
た
に
迎
え
た
平
成
　
年
は
、
地
方
分
権
が
進

２０

行
し
て
い
る
現
段
階
で
、
明
和
町
独
自
の
ま
ち
づ

く
り
を
行
っ
て
い
く
た
め
、
な
お
一
層
住
民
と
行

政
が
手
を
取
り
合
っ
て
協
力
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
不
可
欠
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
開
か
れ
た
行
政
、

町
民
の
方
が
主
役
で
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
こ
れ
か

ら
も
推
進
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
今
後
と

も
相
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
方
の
ご
健
康
と
ご
繁

栄
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

年頭あいさつ

　明和町長

恩田　 久

開
か
れ
た
行
政
、
町
民
の
か
た
が
主
役

の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

（４）



（５）広報めいわ　平成２０年１月１０日

　
明
和
町
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
年
頭
に
あ
た
り
、
明
和
町
議
会
を
代

表
い
た
し
ま
し
て
、
謹
ん
で
新
年
の
祝
詞
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
毎
年
恒
例
の
京
都
「
清
水
寺
」
に
て
行
わ
れ
る
、

昨
年
一
年
間
の
世
相
を
表
す
漢
字
は
「
偽
」
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
振
り
返
り
ま
す
と
身
近
な
食
品
か

ら
年
金
記
録
問
題
、
そ
し
て
政
治
と
カ
ネ
に
代
表

さ
れ
る
よ
う
に
、
政
官
界
ま
で
に
も
次
々
に「
偽
り
」

が
発
覚
し
、
何
を
信
じ
た
ら
良
い
の
か
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
言
い
換
え
れ
ば
安
全
と
安
心
を
得
る

た
め
に
は
、
自
分
自
身
が
し
っ
か
り
と
し
た
目
で
確

認
し
、
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
ん
な
こ
と

を
学
ん
だ
一
年
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
社
会
情
勢
の
中
、
少
子
高
齢
化
の
波

は
止
ま
る
こ
と
な
く
、
ま
た
国
財
政
の
状
況
を
鑑
み

ま
す
と
、
地
方
自
治
体
に
お
け
る
更
な
る
効
率
化

が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

消
防
、
福
祉
、
教
育
、
治
安
、
農
業
な
ど
、
行
政
の

義
務
的
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
て
は
、
そ
の
質
を

落
と
す
こ
と
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
指
し
、
す

べ
て
の
町
民
の
皆
様
が
「
公
平
で
、
幸
せ
で
あ
る
」
と

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
構
築
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
ま
さ
に
、
こ
れ
か
ら
の
地
方
自
治
運
営
は

「
選
択
と
集
中
」
が
ま
す
ま
す
必
要
に
な
っ
て
く
る

と
思
い
ま
す
。

  そ
の
一
方
、
選
択
と
集
中
に
よ
り
、
社
会
的
弱
者

が
切
り
捨
て
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

　
私
た
ち
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
あ
く
ま
で

も
住
民
主
権
・
主
体
の
目
線
で
積
極
的
に
情
熱
を

持
っ
て
、
誠
心
誠
意
、
町
民
の
皆
様
の
付
託
に
応

え
る
よ
う
に
全
力
で
邁
進
す
る
所
存
で
す
。

　
２
０
０
８
年
が
、
町
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、

輝
か
し
い
一
年
で
あ
り
、
明
和
町
が
更
な
る
発
展

を
す
る
よ
う
、
あ
わ
せ
て
町
民
の
皆
様
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い

さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

   迎
　
春

　明和町議会議長

猪股賢一

２００８年

副
議
長
　
岡
安
敏
雄

議
　
員
　
冨
塚
基
輔
　
　
議
　
員
　
野
本
健
治
　

議
　
員
　
斎
藤
一
夫
　
　
議
　
員
　
関
根
愼
市
　

議
　
員
　
堀
口
正
敏
　
　
議
　
員
　
野
本
長
司

議
　
員
　
髙
橋
順
子
　
　
議
　
員
　
早
川
元
久
　

議
　
員
　
今
成
　
隆
　
　
議
　
員
　
栗
原
孝
夫
　

（
副
議
長
除
き
議
席
順
）

　
本
紙
を
も
っ
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
に
代
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

誠
心
誠
意
、
町
民
の
皆
様
の
付
託
に
応

え
る
よ
う
に
全
力
で
邁
進

（５）広報めいわ　平成２０年１月１０日



（６）

学
童
保
育
所
入
所
児
童
募
集

　
町
で
は
、
よ
り
多
く
の
子
ど
も

た
ち
が
自
然
に
親
し
ん
で
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
自
然
観
察
会
を
開

催
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
白
鳥
（
野
鳥
）
の
観

察
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

□
日
時
　
２
月
　
日
　
　
午
前
９

１６

（土）

　
時
～
午
後
３
時

□
場
所
　
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
お
よ

　
び
ガ
バ
沼
周
辺
（
邑
楽
町
）

□
対
象
　
小
学
４
～
６
年
生
（
保

　
護
者
同
伴
可
）

□
人
数
　
　
人
２０

□
申
込
期
限
　
２
月
５
日
　
　

（火）

□
持
ち
物
　
筆
記
用
具
・
お
弁
当

　
な
ど

□
申
込
方
法
　
環
境
課
へ
電
話
で

　
申
し
込
む

※
詳
し
く
は
、
環
境
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
農
地
を
農
地
以
外（
住
宅
用
地
、

駐
車
場
用
地
等
）の
目
的
に
利
用

す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
か
た

は
、
農
用
地
区
域
変
更（
 除
外
 ）

申
請
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
該
当
さ
れ
る
か
た
は
申

請
期
限
の
２
月
　
日
　
ま
で
に

２９

（金）

経
済
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
注
意
事
項
】

　
３
月
以
降
の
申
請
受
付
分
に

つ
い
て
は
、
平
成
　
年
度
の
処

２１

理
と
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
経
済
課（
内
線
１

５
３
）へ
。

 　
町
で
は
枯
草
火
災
の
未
然

防
止
の
た
め
、次
の
と
お
り
枯

草
焼
却
を
行
い
ま
す
。

■
日
時
　
２
月
３
日
　
 午
前

（日）

９
時（
雨
天
の
場
合
は
　
日
１０

　
に
順
延
） 

（日）
■
場
所
　
斗
合
田
～
大
輪
地

　
先
ま
で
の
利
根
川
河
川
敷

■
実
施
　
町
消
防
団
、明
和
分

　
署
職
員

※
当
日
は
、煙
や
 煤
 が
舞
う
こ

す

す

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

　
東
部
・
西
部
の
学
童
保
育
所
で

は
、
平
成
　
年
度
入
所
児
童
を
次

２０

の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

□
人
数
　
東
部
・
西
部
学
童
保
育

　
所
と
も
　
人
程
度

３０

□
対
象
　
保
護
者
の
就
労
な
ど
に

よ
り
放
課
後
の
保
育
が
困
難
な

児
童
（
小
学
校
１
～
６
年
生
）

等

□
保
育
時
間
　

・
平
日
　
放
課
後
～
午
後
６
時
　
分
３０

・
学
校
休
業
日
等
　
午
前
８
時
～

午
後
６
時
　
分
３０

□
保
育
料
（
お
や
つ
代
込
み
月
額
）

・
１
～
３
年
生
　
８
０
０
０
円

・
４
～
６
年
生
　
６
０
０
０
円

・
春
休
み
期
間
限
定
利
用
　
全
学

　
年
　
６
０
０
０
円
　
　
　

□
申
込
期
限
　
１
月
　
日
　

３１

（木）

□
申
込
方
法
　
各
学
童
保
育
所
へ

　
直
接
申
し
込
む
　

※
詳
し
く
は
、
東
部
学
童
保
育
所

（
緯
　
・
３
６
０
９
）、
西
部
学
童

７４

保
育
所
（
緯
　
・
３
６
１
５
）、
ま

８４

た
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://m

e
iw
a
g
a
k
u
d
o
u
.h
p
.in
fo
se
e
k
.co
.

jp
/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
東
部
学
童
保
育
所
　
緯
　
・
３
６
０
９

７４

　
西
部
学
童
保
育
所
　
緯
　
・
３
６
１
５

８４

総
務
課
　
　
　
　
　
内
線
２
１
２

利
根
川
河
川
敷
の
枯

草
焼
却
を
行
い
ま
す

農
用
地
区
域
変
更
申
請

は
２
月
　
日
ま
で
に

２９

環
境
課
　
　
　
　
　
内
線
１
６
２

□
職
種
　
海
洋
セ
ン
タ
ー
監
視
員

□
募
集
人
数
　
２
人
（
週
　
時
間

２０

　
以
内
）

□
雇
用
期
間
　
平
成
　
年
４
月
か

２０

　
ら
６
か
月
間
（
６
か
月
延
長
可
）

□
時
給
　
８
８
０
円
～
９
８
０
円

□
年
齢
・
資
格
　
概
ね
　
歳
ま
で

５５

　
の
健
康
な
か
た

□
職
務
内
容
　
プ
ー
ル
の
監
視
等

□
申
込
期
限
　
２
月
８
日
　（金）

□
申
込
方
法
　
市
販
の
履
歴
書
に

　
記
入
し
て
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
へ

　
直
接
申
し
込
む

□
選
考
方
法
　
書
類
審
査
、
面
接

※
詳
し
く
は
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
へ
。

自
然
観
察
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

海
洋
セ
ン
タ
ー
　
緯
　
・
５
５
１
１

８４

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す



（７）広報めいわ　平成２０年１月１０日

ま
ち
む
ら
元
気
　
開
催

２１

　
企
画
課
　
　
　
　
　
内
線
２
２
２

　
心
の
健
康
相
談
を
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
。
認
知
症
・
う
つ
な
ど

の
心
に
関
す
る
こ
と
な
ら
何
で
も

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

□
日
時
　
２
月
　
日
　
　
午
後
２

２７

（水）

　
時
～
午
後
４
時
（
個
別
相
談
の

　
た
め
）

□
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

□
担
当
医
師
　
後
藤
幸
彦
先
生
　

　（
青
柳
病
院
副
院
長
）

□
申
込
期
限
　
２
月
１
日
　（金）

※
予
約
制
に
な
り
ま
す
の
で
、
事

前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
詳

し
く
は
、
保
健
福
祉
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

４月から

焼却灰は回収しません
　ごみは家庭で焼却せずに、可燃ごみと資源ご

みに分別しましょう。　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　【問】環境課　内線１６２

心
の
健
康
相
談
を
行
い
ま
す
　
保
健
福
祉
課
　
緯
　
・
３
１
１
３

８４

　
上
毛
新
聞
社
主
催
で
住
民
と
と

も
に
地
域
を
考
え
る
「
ま
ち
む
ら

元
気
　
ｉ
ｎ
明
和
」
の
シ
ン
ポ
ジ

２１

ウ
ム
が
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

　
町
長
と
５
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が

町
の
将
来
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
意
見
交
換
を
行
い

ま
す
。
多
く
の
か
た
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

□
日
時
　
１
月
　
日
　
　
午
後
１

２０

（日）

　
時

□
場
所
　
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

□
テ
ー
マ
　
産
業
倆
活
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
　

　本年１０月１日で町制施行１０周年を迎

えます。そこで、町ではこの記念事業

の企画、運営に参加していただけるか

たを次のとおり募集します。

■対象　２０歳以上で町内在住・在勤者
■募集人数　１０人
■申込期限　１月２１日（月）
■申込方法　企画課へ電話で申し込む

※詳しくは、企画課（内線２２２）へ。

実行委員募集
町制１０周年記念事業

　これからボランティアを始めようとするか

たへの案内講座として基本的な講座です。こ

の講座で自分にあったボランティア活動を見

つけてみませんか。皆さんのご参加をお待ち

しています。

■日時　２月１６日（土）　午後１時３０分～午後

３時

■講師　湊　広子さん（ＮＰＯ・ボランティアサロンぐ

　んまコーディネーター）

■テーマ　ボランティア活動はじめの一歩講座

■場所　ふるさと産業文化館

■対象　ボランティアに興味をお持ちのかた

　（町内在住・在勤者）

■人数　２０人

■申込期限　２月１２日（火）

■申込方法　企画課へ電話で申し込む

■参加費　無料

※詳しくは、企画課（内線２２２）へ。

ボランティア講座が
開かれます

東毛地区新入社員
研修会が行われます
　新入社員に、社会人としての心構えと基

礎的な知識を身につけてもらうことを目的

として、新入社員研修会を実施します。

■期日　３月５日（水）・６日（木） （通講  

　２日間）

■場所　大泉町文化むら

■対象　明和町をはじめ邑楽郡内、館林

　市、太田市の事業所に入社予定の新入

　社員

■定員　１６０人（定員になり次第締切ります）

■参加費　３０００円

■申込期限　２月１５日（金）

■申込方法　経済課へ事業主のかたが所

　定の申込用紙で申し込む

※詳しくは、経済課（内線１５３）へお問い

合わせください。



（８）

町のお知らせテレホンサービス

　「テレドーム」をご利用下さい。
　屋外放送が聞き取れなかったことは

ありませんか？そんな時は電話で緊急

放送などの内容を聞くことができます。

緯０１８０－９９２－３０３
※恐れ入りますが通話料はご負担願い
ます。

　
税
制
度
改
正
に
伴
い
新
た
な
控

除
の
創
設
や
変
更
な
ど
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
対
象
と
な
る
場
合
は

忘
れ
ず
に
申
告
を
し
ま
し
ょ
う
。

□
対
象

　
平
成
　
年
か
ら
　
年
末
ま
で
の

１１

１８

　
間
に
入
居
さ
れ
、
所
得
税
の
住

宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け

て
い
て
、
所
得
税
か
ら
控
除
し

き
れ
な
か
っ
た
額
の
あ
る
か
た

□
対
象
と
な
る
年
度
　
平
成
　
年
２０

　
～
　
年
度
分
の
住
民
税
（
毎
年

２８

　
申
告
が
必
要
で
す
）

□
申
告
期
限
　
３
月
　
日
　
　

１７

（月）

※
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
を
受
け

て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
た
に
対
し

て
は
、
１
月
中
に
直
接
個
人
宛
に

制
度
説
明
書
や
住
宅
借
入
金
等
特

別
控
除
申
告
書
な
ど
を
送
付
す
る

予
定
で
す
。

□
対
象

①
平
成
　
年
度
住
民
税
課
税
所
得

１９

　
金
額
が
人
的
控
除
額
の
差
の
合

　
計
額
よ
り
大
き
い
（
分
離
分
除
く
）

②
平
成
　
年
度
住
民
税
課
税
所
得

２０

　
金
額
が
人
的
控
除
額
の
差
の
合

　
計
額
以
下
（
分
離
分
含
む
）

①
と
②
の
条
件
を
満
た
す
か
た
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

※
人
的
控
除
額
の
差
と
は
、
所
得

税
と
住
民
税
で
は
扶
養
控
除
等
の

金
額
に
差
が
あ
り
ま
す
。

□
申
告
期
間
　
７
月
１
日
　
～
　

（火）

３１

　
日
　（木）

□
申
告
先
　
平
成
　
年
１
月
１
日

１９

　
現
在
の
住
所
所
在
地
の
市
町
村

　
へ
減
額
申
告
書
等
を
提
出

※
所
得
税
が
課
税
さ
れ
な
か
っ
た

と
思
わ
れ
る
か
た
に
対
し
て
は
、

５
・
６
月
中
に
直
接
個
人
宛
に
制

度
説
明
書
や
減
額
申
告
書
な
ど
を

送
付
す
る
予
定
で
す
。
詳
し
く
は
、

税
務
課
へ
。

　
老
齢
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金

を
受
け
て
い
る
か
た
に
は
、
１
月

中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
社
会
保

険
業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら
「
公
的
年

金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
が
送
ら
れ

ま
す
。
こ
の
源
泉
徴
収
票
に
は
、

平
成
　
年
の
１
月
か
ら
　
月
ま
で

１９

１２

の
１
年
間
に
支
払
わ
れ
た
年
金
額
、

源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
額
、
控
除
の

内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
年
金
の
ほ
か
に
収
入
が
あ
る
な

ど
の
理
由
で
確
定
申
告
を
す
る
か

た
は
、
申
告
手
続
き
を
す
る
際
に

こ
の
源
泉
徴
収
票
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
も
し
、
１
月
末
日
ま
で
に

源
泉
徴
収
票
が
届
か
な
い
場
合
や

紛
失
し
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
、

年
金
証
書
を
お
持
ち
の
う
え
、
太

田
社
会
保
険
事
務
所
で
再
発
行
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
遺
族
年
金
、
障
害
年
金

に
は
税
金
が
か
か
り
ま
せ
ん
の
で
、

こ
れ
ら
を
受
給
し
て
い
る
か
た
に

は
源
泉
徴
収
票
は
送
ら
れ
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
、
住
民
課
ま
た
は
、

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
（
緯
０
５
７

０
・
０
５
・
１
１
６
５
）
へ
。

　
水
道
管
の
凍
結
防
止
は
、

皆
さ
ん
万
全
で
す
か
。

　
寒
い
時
期
に
な
る
と
凍
結

に
よ
る
水
道
管
の
破
損
件
数

が
多
く
な
り
ま
す
。
特
に
、

屋
外
の
水
道
管
は
注
意
が
必

要
で
す
。
な
お
、
冬
期
間
の

休
日
に
お
け
る
水
道
の
故
障

は
、
次
の
当
番
業
者
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
１
月
　
日
　
　
㈲
金
子
水
道

１３

（日）

　
　
　
　
　
緯
　
・
２
１
４
８

８４

・
１
月
　
日
　
　
島
田
設
備
㈲

１４

（月）

　
　
　
　
　
緯
　
・
３
２
８
２

８４

・
１
月
　
日
　
　
冨
塚
水
道
　

２０

（日）

　
　
　
　
緯
　
・
３
２
４
７

８４

・
１
月
　
日
　
　
松
本
水
道
　

２７

（日）

　
　
　
　
緯
　
・
２
８
３
９

８４

・
２
月
３
日
　
　
石
崎
水
道
　

（日）

　
　
　
　
緯
　
・
４
１
４
７

８４

・
２
月
　
日
　
　
㈱
大
川
工
業

１０

（日）

　
　
　
　
緯
　
・
０
７
２
１

７３

・
２
月
　
日
　
　
㈲
金
子
水
道

１１

（月）

　
　
　
　
　
緯
　
・
２
１
４
８

８４

・
２
月
　
日
　
　
島
田
設
備
㈲

１７

（日）

　
　
　
　
　
緯
　
・
３
２
８
２

８４

・
２
月
　
日
　
　
冨
塚
水
道
　

２４

（日）

　
　
　
　
緯
　
・
３
２
４
７

８４

忘
れ
ず
申
告
を
し
ま
し
ょ
う
　
税
務
課
　
　
　
　
　
内
線
１
１
３

公
的
年
金
源
泉
徴
収
票
が
送
ら
れ
ま
す
　
住
民
課
　
　
　
　
　
内
線
１
４
４

　
水
道
課
　
　
　
　
　
内
線
１
３
２

水
道
の
故
障
は

町
指
定
工
事
店
へ

　
　

所
得
税
か
ら
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
額
を
控
除
し
き
れ
な
い
場

合
住
民
税
か
ら
控
除
し
ま
す

平
成
　
年
に
所
得
税
が
課
税
さ

１９

れ
な
く
な
っ
た
場
合
住
民
税
を

減
額
し
ま
す



（９）広報めいわ　平成２０年１月１０日

　
保
健
福
祉
課
　
緯
　
・
３
１
１
３

８４

    糖
尿
病
予
防
教
室
は
５
日
間
、

高
脂
血
症
予
防
教
室
は
４
日
間

コ
ー
ス
で
、
医
師
の
講
演
、
調
理

実
習
、
食
事
・
運
動
指
導
、
血
液

検
査
を
行
い
ま
し
た
。

【
血
液
検
査
の
結
果
は
】 
  

　
糖
尿
病
予
防
教
室
で
は
、　

人
１０

中
４
人
（
４
割
）
の
か
た
に
①
Ｈ

ｂ
Ａ
１
ｃ
の
減
少
が
み
ら
れ
、
現

状
維
持
の
か
た
が
３
人
（
３
割
）

み
ら
れ
ま
し
た
。

　
高
脂
血
症
予
防
教
室
で
は
、　２３

人
中
　
人
（
約
９
割
）
に
②
総
コ

２０

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
改
善
が
み
ら
れ

ま
し
た
。
③
Ｈ
Ｄ
Ｌ
（
善
玉
）
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
教

室
前
か
ら
正
常
値
を
示
し
て
い
て
、

教
室
後
１
人
に
減
少
が
み
ら
れ
ま

し
た
。

　
教
室
終
了
日
に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
受
講
生

の
約
７
割
が
本
年
初
め
て
受
講
し
、

８
割
の
受
講
生
が
今
後
も
教
室
に

参
加
し
た
い
と
の
声
で
し
た
。
教

室
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自

分
を
振
り
返
る
良
い
機
会
に
な
り
、

ま
た
励
ま
し
あ
い
、
刺
激
を
受
け

な
が
ら
教
室
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

健
康
は
自
分
の
身
体
を
知
り
、
生

活
習
慣
（
食
事
・
運
動
）
を
見
直

し
、
病
気
を
予
防
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
に
な
り
ま
す
。
今
後
も
健

康
教
室
を
開
催
致
し
ま
す
の
で
、

ふ
る
っ
て
ご
参
加
頂
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。
皆
さ
ん
と
一
緒
に
健
康

づ
く
り
に
励
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

花
の
ま
ち
づ
く
り

　
コ
ン
ク
ー
ル
開
催

 ■
募
集
対
象

焔
個
人
　
庭
先
・
農
地
等

焔
団
体
   地
域
・
 会
社
・
事
業
所
・

　
官
公
署
・
 学
校
・
集
会
所
等
公

　
共
施
設

■
応
募
期
間
　
４
月
１
日
　（火）

　
～
９
月
５
日
　（金）

■
審
査
方
法
　
主
に
写
真
審
査
 

　
と
な
り
ま
す
が
、
９
月
中
旬
ご

　
ろ
現
地
審
査
を
行
い
ま
す

■
応
募
方
法
　
経
済
課
に
用

意
し
て
あ
り
ま
す
応
募
用

紙
に
写
真
を
貼
っ
て
、
区

長
、
地
区
の
指
導
員
ま
た

は
、
直
接
経
済
課
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い

※
詳
し
く
は
、
経
済
課
（
内
線

１
５
３
）
へ
。

健
康
教
室
を
実
施
し
た
結
果

参
考

①
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
…
過
去
１
～

２
か
月
の
血
糖
値
の
平
均
。

血
糖
値
の
代
表
的
な
指
標

基
準
値
　
％
未
満

５．５

②
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
…
基

準
値
１
５
０
～
１
９
９
ｍ

ｇ
／
ｄ
ｌ

　
　
歳
以
上
女
性
１
５
０
～

５０２
１
９
ｍ
ｇ
／
ｄ
ｌ

③
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

基
準
値
　
ｍ
ｇ
／
ｄ
ｌ
以

４０

上

　
環
境
課
　
　
　
　
　
内
線
１
６
２

資
源
ご
み
回
収
所
の
駐
車
場
変
更

　
旧
役
場
庁
舎
の
解
体
工
事
を
１

月
　
日
　
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。

３０

（水）

資
源
物
等
（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容

器
包
装
、
紙
類
、
古
着
な
ど
）
を

旧
役
場
の
資
源
回
収
所
へ
持
ち
込

む
場
合
に
は
、
北
側
駐
車
場
（
下

記
地
図
参
照
）
を
ご
利
用
下
さ
い
。

　
な
お
、
北
側
駐
車
場
を
利
用
さ

れ
る
場
合
は
、
工
事
車
両
に
は
十

分
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　
ご
迷
惑
を
お
掛

け
し
ま
す
が
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
詳
し
く
は
、
環

境
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

「広報めいわ」は、町のホームページでも

ご覧いただけます。

 http://www.town.meiwa.gunma.jp/



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町のイベントや地域の話題を紹介するコーナーです。

（１０）

優勝者の皆さん

　走ることを通じて健康増進を図ろうと１２月２日、町

体育協会主催の第１０回町民マラソン大会がふるさと

の広場を発着点に開かれました。

　同大会は毎年開かれており、今回初めて町のイベン

トなどに協力するマイタウンボランティアの松本さん、

山田さんと江塚さんがスタッフとして加わり、運営を支

えていました。この日は、冬晴れで風もなく絶好のラ

ンニング日和で、参加者たちは自己タイム更新を目標

に、元気いっぱい師走の空の下を駆け抜けました。

絶好のランニング日和
第１０回町民マラソン大会

寄せ植えの説明を受ける参加者

　町花いっぱい運動推進協議会と労使教育委員会主

催で寄せ植え講習会が中央公民館で開かれ、参加者

３１人は観葉植物を使った寄せ植え作りに挑戦しま

した。この事業は、花いっぱい運動の一環として行

われているもので、講師に坂村智紀さん（館林市）

を迎え、今回は土を使わないハイドロカルチャーの

寄せ植えを学びました。参加者は「ハイドロを使っ

た場合に水やりの間隔はどのくらいですか」など熱

心に質問をしていました。

ハイドロを使っての寄せ植え
　寄せ植え講習会

師走の風を切って走る参加者

あきらめず最後まで走る
たてばやし駅伝大会

　１２月９日、第２５回たてばやし駅伝大会が城沼陸

上競技場周辺コースで開かれました。本町からは、

走り始めてから４年目を迎えた「めいわジュニア陸

上」の松本啓明くん、吉村拓哉くん、黒岩優弥くん、

立川唯真くん、須藤誠くんの５人が小学生男子の部

に初出場。２キロずつ走る１０キロコースで４１チー

ムエントリーした中、最後まであきらめずに走り抜

け２６位と健闘しました。走り終わった５人は「また

このチームで走りたい」と話していました。

地域の安全は地域で守ろう
明和町安全で安心なまちづくりフェア

　１２月１６日、２００７明和町安全で安心なまちづくり

フェアが役場町民プラザ で行われ、約４００人のかた

が訪れました。会場には、安全で安心な暮らしに役

立つコーナーや防犯情報等が配信される携帯メー

ル登録コーナーなどが設けられ、多くのかたが登録

をしました。また、防犯出前講座では、空き巣や巧

妙になっている振り込め詐欺の手口など事例をあ

げながらの話に参加者は、より一層防犯意識を高め

ました。

空き巣の手口などをガラス戸など使い説明
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（１１）広報めいわ　平成２０年１月１０日

委嘱状を受け取る委員

町民福祉の向上に期待大
民生委員に委嘱状

　民生委員委嘱状交付式は１２月３日、町役場で行わ

れました。委嘱された民生委員は次のとおり（敬称略）。

△

阿部光子（斗合田）

△

新井直次（下江黒）

△

上野幸子（上江黒）

△

横塚

千恵子（千津井）

△

関口しげの（江口）

△

奈良一美（田島）

△

平石秀夫（南大

島）

△

竹内好美（南大島）

△

江森喜美子（新里）

△

堀口きく枝（新里）

△

奥

澤一三（新里）

△

石田まち子（中谷）

△

大澤まち子（中谷）

△

橋本文江（中谷）

△

山野井洋子（梅原）

△

吉永欣司（梅原）

△

鯉沼かをる（川俣）

△

宇治則幸

（須賀）

△

駒宮完生（大輪）

△

高木紀子（大輪）

△

石﨑榮子（矢島）

△

石川

住江（大佐貫）

△

新井和恵（主任児童委員）

△

泉田初乃（主任児童委員）

情報交換会をするモニター等

より身近で親しみやすい広報を
広報モニター等情報交換会議

　館林市（広報モニター）、板倉町（広報編集委員）、

明和町（町民リポーター）の広報モニター等情報交

換会議がこのほど、館林市役所で初めて行われまし

た。

　会議では、より身近で親しみやすい広報を目指す

ことを目的に、各市町のモニター等の役割や感想な

ど情報交換を行いました。モニターからは「今後、

館林市、板倉町、明和町のモニターが合同で広報紙

を作製したい」と活発な意見交換がされていました。

右 謝辞を述べる築比地

　　さん

下　盛大に行われた叙勲

　　祝賀会

築比地さん瑞宝双光章受賞
叙勲祝賀会

　瑞宝双光章に輝いた元明和町教育長の築比地榮さ

ん（７４歳）の栄誉をたたえて１２月１９日、中央公民

館で叙勲祝賀会が盛大に開かれました。

　主催者の恩田町長および猪股町議会議長をはじめ、

来賓の地元選出の国会議員や区長、各種団体代表者

ら約８０人が出席し、受賞を祝いました。

　恩田町長は「識見と幅広い包容力、そして卓越し

た指導力が広く認められ、この度の瑞宝双光章受章

に至ったのでございます。栄えある叙勲の栄に浴さ

れました築比地榮様、そして皆様方のご協力に対し

まして、心から敬意と感謝を申し上げる次第でござ

います。このうえは、今後とも明和町政発展のため

のよき指導者として、より一層のご指導とご尽力を

賜りますようお願い申し上げます」とあいさつ。

　また、築比地さんは「この度秋の叙勲で瑞宝双光

章拝受の栄に浴し、身に余る光栄に感激いたしまし

た。これも偏にご臨席の皆様の長年にわたるご指導

とご鞭撻、ご支援のお陰でございます。これからは

健康に留意し、地域の生涯学習で少しでもお役に立

ち、ご恩に報いたいと考えております 」と謝辞を述

べました。



（１２）

　
教
育
委
員
会
情
報

●教育委員会・中央公民館緯84・4491●海洋センター緯84・5511●社会体育館緯84・4626

出
前
講
座
　
手
作
り
お
も
ち
ゃ

□
日
時
　
２
月
６
日
　
　
午
前
　

（水）

１０

時
□
場
所
　
中
央
公
民
館

□
対
象
　
町
内
在
住

※
主
に
中
部
地
区
で
　
歳
以
上
の

６０

か
た
。

□
定
員
　
　
人
１５

□
参
加
費
　
３
０
０
円

□
申
込
期
間
　
１
月
　
日
　
～
　

１５

（火）

２２

日
　（火）

□
申
込
方
法
　
中
央
公
民
館
へ
電

話
で
申
し
込
む

教
養
講
座

□
日
時
　
２
月
７
日
　
　
午
後
１

（木）

時
　
分
３０

□
場
所
　
中
央
公
民
館

□
テ
ー
マ
　
更
年
期
障
が
い
に
つ

い
て

□
対
象
　
町
内
在
住
・
在
勤
者

□
定
員
　
　
人
３０

□
参
加
費
　
無
料

□
申
込
期
間
　
１
月
　
日
　
～
　

１５

（火）

２２

日
　（火）

□
申
込
方
法
　
中
央
公
民
館
へ
電

話
で
申
し
込
む

バ
レ
ン
タ
イ
ン
チ
ョ
コ
教
室

□
日
時
　
２
月
９
日
　（土）

□
場
所
　
中
央
公
民
館

□
対
象
　
町
内
在
住
・
在
勤
者

※
小
学
校
３
年
生
以
下
は
、
保
護

者
同
伴
で
す
。

□
定
員
　
　
人
１５

□
参
加
費
　
８
０
０
円

□
申
込
期
間
　
１
月
　
日
　
～
　

１５

（火）

２２

日
　（火）

□
申
込
方
法
　
中
央
公

民
館
へ
電
話
で
申
し

込
む

魚
さ
ば
き
教
室

□
日
時
　
２
月
　
日
　
　
午
前
　

１３

（水）

１０

時
　
分
３０

□
場
所
　
中
央
公
民
館

□
対
象
　
町
内
在
住
・
在
勤
者

□
定
員
　
　
人
１５

□
参
加
費
　
１
８
０
０
円

□
申
込
期
間
　
１
月
　
日
　
～
　

１５

（火）

２２

日
　（火）

□
申
込
方
法
　
中
央
公
民
館
へ
電

話
で
申
し
込
む

※
詳
し
く
は
、
中
央
公
民
館
へ
。

大
会
結
果
（
敬
称
略
）

【
第
　
回
町
民
卓
球
大
会
】

１０

　
第
　
回
町
民
卓
球
大
会
が
　
月

１０

１２

　
日
、
社
会
体
育
館
で
開
か
れ
ま

１６し
た
。

●
小
学
生
男
子

優
勝
　
島
田
雄
太
郎

準
優
勝
　
木
村
　
駿

第
３
位
　
野
澤
和
生

●
中
学
生
男
子

優
勝
　
奥
澤
飛
翔

準
優
勝
　
北
島
拓
美

第
３
位
　
二
十
里
友
晶

【

】

中
央
公
民
館

【

】

社
会
体
育
館

□日時　１月２７日（日） 午後１時

３０分

□場所　ふるさと産業文化館

□入場料　無料

□出演　古谷一行、風吹ジュンほか

※詳しくは、図書館へお問い合わせ

ください。

秋田の郷土料理「だまご鍋」学ぶ
　１２月１３日、中央公民館で秋田の郷土料理「だまご
鍋」作りが行われました。
　「だまご」は「きりたんぽ」に代わる冬の手軽な家
庭料理として人気がり、町内の主婦６人が秋田県出身
の松岡勇さんを講師に秋田名物の作り方を学びまし
た。
　「だまご鍋」は、鶏がらを使った本格的なスープ作り
から始め、しょうゆベースの鍋にご飯をついて丸めた
だまごが入り、手際よく作っていました。



（１３）広報めいわ　平成２０年１月１０日 ●ふるさと産業文化館・図書館緯84・5555

●
中
学
生
女
子

優
勝
　
藤
林
七
美

準
優
勝
　
江
原
明
穂

第
３
位
　
新
井
彩
果

●
一
般
男
子

優
勝
　
高
橋
　
学

準
優
勝
　
中
里
佳
弘

第
３
位
　
襟
川
直
人

●
男
子
ダ
ブ
ル
ス

優
勝
　
中
里
佳
弘
・
塚
原
裕
之

準
優
勝
　
高
橋
　
学
・
関
口
直
樹

第
３
位
　
襟
川
直
人
・
野
辺
沼
勇
夫

●
女
子
ダ
ブ
ル
ス

優
勝
　
江
原
明
穂
・
藤
林
七
美

準
優
勝
　
須
藤
　
舞
・
菊
池
真
里
亜

第
３
位
　
小
林
千
恵
・
木
村
美
咲

【
第
５
回
協
会
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
】

優
勝
　
小
松
原
弘
子
　
　
打
（
南

５１

大
島
）

準
優
勝
　
本
澤
定
治
　
　
打
（
大

５５

輪
）

第
３
位
　
和
田
政
江
　
　
打
（
梅

５５

原
）

【
年
忘
れ
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
】

優
勝
　
松
吉
喜
造
　
　
打（
中
谷
）

５７

準
優
勝
　
荒
木
義
泉
　
　
打
（
大

５７

輪
）

第
３
位
　
吉
田
フ
ミ
　
　
打
（
梅

５８

原
）

町
民
ウ
ォ
ー
ク
＆
ウ
ォ
ー
ク

□
日
時
　
２
月
　
日
　
　
午
前
８

１７

（日）

時
　
分
集
合
（
小
雨
決
行
）

３０

□
場
所
　
ふ
る
さ
と
の
広
場

□
コ
ー
ス
　
約
　
㎞
８.５

□
対
象
　
町
内
在
住
・
在
勤
者

※
小
学
３
年
生
以
下
は
、
保
護
者

同
伴
で
す
。

□
参
加
費
　
無
料

□
申
込
期
間
　
１
月
　
日
　
～
２

２０

（日）

月
　
日
　

１０

（日）

□
申
込
方
法
　
社
会
体
育
館
へ
直

接
申
し
込
む

親
善
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

□
期
日
　
２
月
　
日
　

１０

（日）

□
場
所
　
社
会
体
育
館

□
対
象
　
町
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
者
（
町
内
出
身
者
可
）
で
編

成
し
た
チ
ー
ム
他

□
参
加
費
　
無
料

□
申
込
期
限
　
１
月
　
日
　

２７

（日）

□
申
込
方
法
　
社
会
体
育
館
へ
直

接
申
し
込
む

 Information  Information 

幼児指導の拠点に
　１２月１４日、B＆G海洋センターが、
B&G財団から幼児アクアリズム運動プロ
グラムのモデルセンターとして認定され
ました。
　財団からは、ロングビート板や水中リ
ングなどの器材一式をいただきました。
今後、新たなプログラムや器財、用具を
導入するときのテスト、スタッフの研修
の場として利用されます。

明和町図書館から１月の
　　　　　　　　 おすすめ図書

●開館時間　午前９時３０分～午後６時１５分

●休館日　毎週月曜日・年末年始

◇幼児～小学校低学年

「１４ひきのもちつき」

　お父さんがまきを
割り、おじいさんが
かまどに火を入れ、
おばあさんがお米の
水 を き り、そ れ を
さっちゃんがせいろ
に入れ…。みんなで
力を合わせてもちつ
きの準備。さあ、ど
んなおもちができる
かな。

◇小学生

「真夜中の学校レストラン」

◇中学生～一般

「きみは地球だ」

◇一般

「ことわざで遊ぶ

　　　  いろはかるた」

Book図書館情報

　いわむらかずお・作

　怪談レストランへ
ようこそ。「おまえ、
見たな」「キキーモラ
人形」「ハナイキ先生」
など、学校にまつわ
るこわーいお話。

　たかいよしかず・絵

　２１世紀のはじめを
生きる子どもたちの
ために「科学を語りな
おす」本。人間が生き
ていくのに必要な空
気、水、土、火、さら
に生物同士のつなが
り、愛、世界の神秘、
そして人々ができる
ことについて、平易
な言葉で解説する。

　デヴィッド・スズキ・著

　思いがけない着想、
豊かな彩り、奇抜な
意匠が楽しめる、日
本人の感性を表現し
た新しい「いろはかる
た」の世界を紹介。
知っていると役に立
ついろはかるた語句
選を中心に解説し、
双六、浮世絵等も含
めた豊富な史科も掲
載する。

　時田昌瑞・著



（１４）

　　こども園 

　「５歳児」の作品を紹介

美術館

※「みんなの声」は、役場庁舎内の掲示板にも掲示しています。

ちゃんちゃん

１歳１０か月　田島
Ｈ１８年２月２２日生まれ

奈良原 碧人 
あ お と

碧人といると楽しいよ。

これからも、たくさん

遊ぼうね♪

２歳　田島
Ｈ１７年１２月１日生まれ

生まれてきてくれてあ

りが と う。恵 以 が そ

こにいるだ けで、み

んな幸せ、笑顔♪

（家族より）

奈良 恵以 
め い

（家族より）

左から東 翔七海 
となみ

くん、峯﨑 那智 ちゃん
なち

、江森 大智 くん、増田 美友 ちゃん
だいち みゆ

テーマ　メリークリスマス

左から石橋 拓実 く
たくみ

ん、矢内 美砂 ちゃん、大谷
みさ

 俊介 
しゅんすけ

くん、志水 一哉 くん
かずや

ご意見ありがとうございます。

現在、可燃ごみ収集にあたり、容量４０㍑の

町指定ごみ袋を一人年間３０枚を無料配布

しご利用いただいています。ご意見の町指定ごみ

袋の種類につきましては、皆様の利便性を考慮して

新年度からは容量４０㍑ のほか、一回り小さい容量

２０㍑ の２種類となりますのでご利用ください。町

では、可燃ごみの量をできる限り減らすため、数多

くの分別収集の取り組みを行っておりますので、今

後も皆さんのご協力をお願いいたします。

　　　                            　　　　　　　（環境課）

町指定のごみ袋が無料で配布になりとて

も助かっています。しかし、袋が大きくて

たくさん入るのはよいのですが、夏場はご

みがたまるまで置いておくと、生ごみに虫がわいて

しまうことがありました。紙やプラスチック等資

源ごみとして出せることもあり、なかなかごみもた

まらずまめに出すのがもったいないと思います。

夏場は、ごみ袋を少し小さめにして枚数を増やして

いただけると助かります。一つの意見としてよろ

しくお願いします。　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （匿名）



（１５）広報めいわ　平成２０年１月１０日

町民リポーター

　初詣では自分が生まれた土地の 産土神 、住んでいる土地の氏神に詣で
うぶすながみ

て一年間の無事と平安を祈るのが正式と言われていますが、皆さんはど

こへ初詣にいきましたか。

　どこの神社を参拝しても建物や鳥居の荘厳さと同時に境内に生えて

いる樹木の大きさには歴史を感じます。そして、樹木の中に高くそびえ

る杉の木が目に入ります。杉は 鉾杉 ともいって先端が尖っています。
ほこすぎ

このように尖った樹木は霊木とみなされ、そのてっぺんに神が降りてく

ると考えられていました。

　利根川の堤防などに立って眺めると防風林が少なくなった今では、町

内にある神社の在処はこんもりとした鎮守の森の形ですぐ分かり、その中に杉の木がそびえ立っています。

（江口）

町民リポーター

飯塚正弘

鎮守の森
自然を知るための数少ない手掛かり

鎮守の森（菅原神社 新里）

　

　
語
歌
堂
か
ら
ト
雲
寺
へ
は
地
図
を

見
る
と
　
キ
ロ
と
記
さ
れ
て
い
る
。

３．１

　
武
甲
の
湯
か
ら
横
瀬
小
学
校
の

前
を
抜
け
秩
父
、
正
丸
峠
間
の
国
道

２
９
９
号
へ
出
て
、
横
瀬
橋
を
渡
り
、

左
手
台
地
の
上
の
法
長
寺
を
脇
に

見
て
６
番
へ
の
道
を
辿
る
。
荻
の

堂
と
云
う
、
ゆ
か
し
い
名
前
を
も
っ

た
６
番
札
所
は
、
そ
の
名
に
恥
じ
ず

山
裾
の
静
寂
境
に
あ
っ
た
。
宗
旨

は
曹
洞
宗
、
ご
本
尊
は
行
基
、
作
と

伝
え
ら
れ
る
聖
観
音
で
あ
る
。
当

初
は
武
甲
山
頂
の
蔵
王
権
現
に
安

置
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
藪
沢
の

「
と
が
池
」
と
い
う
所
の
小
堂
に
安

置
さ
れ
た
。
「
と
が
池
」
に
は
荻
が

多
く
繁
り
付
近
は
幽
邃
な
気
が

漂
っ
て
い
た
。
こ
の
静
寂
な
池
を

好
ん
で
禅
僧
が
、
た
び
た
び
訪
れ
修

行
の
地
と
し
た
と
い
う
。
あ
る
時
、

６
年
あ
ま
り
修
行
に
励
ん
で
い
た

禅
僧
が
「
初
秋
の
風
吹
き
結
ぶ
荻
の

堂
、
宿
か
り
の
世
の
夢
ぞ
覚
め
け

る
」
と
い
う
詠
歌
の
声
を
聞
い
て
、

開
悟
し
た
の
で
、
堂
宇
を
建
立
し
、

荻
の
堂
と
名
付
け
た
と
い
う
。
そ

の
後
、
宝
暦
　
年
堂
宇
は
現
在
の
地

１０

に
侵
さ
れ
た
と
い
う
。
寺
宝
に
は

荻
の
堂
縁
起
一
巻
、
清
涼
寺
武
釈
迦

如
来
な
ど
が
あ
る
。

　
　【
リ
ポ
ー
タ
ー
　
篠
木
茂
雄
】

続
・
秩
父
三
十
四
札
所
巡
礼
行
　

六
番
寺
 ト
雲
寺
（
荻
の
堂
）

NO.５

ト雲寺（荻の堂）

【鎮守の森】

　かつては神社を囲むようにして、必ず存在した森林のことで杜の字をあてることも多い。神社を外から見ると、た

いていはこんもりとした森があり、その一端に鳥居がある。そこから森林の内部に向けて参道があり、その行き当

たったところに境内や本殿があり、その背後には森林の中央部が位置するようになっている。現在では、神道の神々

に対する信仰が抽象思考化したこともあって、うっそうとした鎮守の森そのものに対する崇敬の念は薄れ、氏子など

の信仰者にとって鎮守の森は必ずしも必要という考えは薄れている。



INFORMATION
掲示板

（１６）

　
労
働
時
間
、
解
雇
、
賃
金
、
い

じ
め
な
ど
職
場
の
問
題
に
つ
い
て

専
門
家
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま

す
（
電
話
相
談
の
ほ
か
セ
ン
タ
ー

の
相
談
室
で
の
相
談
も
可
）。

□
相
談
時
間
　
午
後
２
時
～
午
後

８
時（
平
日
）　
午
後
１
時
～
午

後
６
時
（
土
日
）

※
日
曜
日
、
祝
日
は
お
休
み
で
す
。

【
問
】
　
全
国
労
働
基
準
関
係
団
体

（社）

連
合
会

緯
０
２
７
・
２
６
０
・
６
８
０
８

緯
０
１
２
０
・
０
０
１
・
１
１
９

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

群
馬
県
精
神
保
健
福
祉
協
会
で

は
、
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
に
、
仕
事
な
ど
で
平

日
に
は
相
談
が
で
き
な
い
か
た
の

た
め
に
電
話
相
談
を
実
施
い
た
し

ま
す
。

□
日
時
　
２
月
　
日
　
　
午
前
　

１７

（日）

１０

時
～
午
後
３
時

※
な
お
、
よ
り
多
く
の
か
た
の
相

談
を
受
け
る
た
め
、
個
々
の
相
談

時
間
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
の
で
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

□
専
用
電
話
　
緯
０
２
７
・
２
９

０
・
２
９
２
０

□
相
談
内
容
　
専
用
電
話
に
よ
り
、

こ
こ
ろ
の
病
気
に
関
す
る
こ
と

や
、
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
・

制
度
な
ど
に
関
し
て
、
精
神
科

医
師
・
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
等
に

よ
る
相
談
を
行
い
ま
す

□
相
談
料
　
無
料

【
問
】群
馬
県
精
神
保
健
福
祉
協
会

緯
０
２
７
・
２
６
３
・
１
１
６
６

　
群
馬
県
最
低
賃
金
は
、　

月
　

１０

１９

日
か
ら
改
正
発
効
し
て
い
ま
す
。

産
業
別
最
低
賃
金
は
、　

月
　
日

１２

２０

か
ら
改
正
発
効
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

【
問
】
県
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

緯
０
２
７
・
２
１
０
・
５
０
０
５

　
１
１
０
番
通
報
は
、
事
件
や
事

故
に
遭
っ
た
り
、
見
た
り
し
た
時

の
緊
急
通
報
電
話
で
す
。
落
ち
着

い
て
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
】
館
林
警
察
署

　
　
　
　
　
　
緯
　
・
０
１
１
０

75

お
知
ら
せ

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル

ご
相
談
下
さ
い

　
全
国
労
働
基
準
関
係
団
体
連
合
会

（社）

【
町
の
無
料
法
律
相
談
】

□
日
時
　
２
月
　
日
　
　

１２

（火）

　
午
前
　
時
～
正
午

１０

□
場
所
　
役
場
委
員
会
室

□
対
象
　
明
和
町
民

□
担
当
　
福
島
弁
護
士

□
受
付
期
間
　
１
月
１
日
～
８

　
日
ま
で
に
総
務
課
へ
お
申
し

　
込
み
く
だ
さ
い
（
予
約
制
）

【
人
権
・
行
政
・
心
配
ご
と
相
談
】

□
日
時
　
２
月
　
日
　
　

１５

（金）

　
午
前
　
時
～
午
後
３
時

１０

□
場
所
　
役
場
会
議
室

【
年
金
相
談
】

□
日
時
　
１
月
　
日
　

１７

（木）

　
午
前
　
時
～
午
後
３
時

１０

□
場
所
　
館
林
市
役
所

【
交
通
事
故
相
談
】

□
日
時
　
２
月
１
日
・
　
日
　
 　

１５

（金）

　
午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

□
場
所
　
太
田
市
役
所

【
健
康
相
談
】

□
日
時
　
２
月
５
日
　
　

（火）

　
午
前
９
時
　
分
～
午
前
　
時

３０

１０

　
　
分
受
付

３０
□
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー
    

□
対
象
　
乳
幼
児
・
成
人

【
乳
幼
児
健
診
】

□
日
時
　
２
月
　
日
　

１４

（木）

　
午
後
１
時
～
午
後
２
時
の
受

　
付

□
対
象
　
　
年
２
月
、　
年
２
月
・

１８

１９

４
・
７
・
　
月
生

１０

定
期
相
談
・
健
診

電
話
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
相
談

群
馬
県
精
神
保
健
福
祉
協
会

守
ろ
う
 確
か
め
よ
う

こ
の
最
低
賃
金

群
馬
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

時間額区　分

６６４円群馬県最低賃金

７７３円製鋼・鉄素形製造業産
業
別
最
低
賃
金

７６３円一般機械器具製造業

７６１円電気機械器具製造業

７６３円輸送用機械器具製造業

緊
急
時
 頼
れ
る
あ
な

た
の
 １
１
０
番

館
林
警
察
署

●最低賃金表



（１７）広報めいわ　平成２０年１月１０日

　
子
ど
も
の
熱
が
ひ
か
な
い
。
け

い
れ
ん
を
起
こ
し
て
い
る
。
タ
バ

コ
を
飲
ん
で
し
ま
っ
た
。
さ
あ
、

あ
な
た
な
ら
ど
う
し
ま
す
か
。
小

児
科
の
先
生
が
教
え
ま
す
。

□
日
時
　
１
月
　
日
　
　
午
前
　

２３

（水）

１０

時
～
正
午

□
場
所
　
明
和
こ
ど
も
園

□
講
師
　
小
児
科
医
　
引
間
昭
夫

氏
（
館
林
厚
生
病
院
）

□
定
員
　
　
人
程
度
（
先
着
順
）

５０

□
申
込
方
法
　
館
林
保
健
福
祉
事

務
所
へ
直
接
電
話
で
申
し
込
む

※
託
児
所
の
利
用
も
で
き
ま
す
。

【
問
】
館
林
保
健
福
祉
事
務
所

　
　
　
　
　
　
緯
　
・
３
２
３
１

７２

□
日
時
　
２
月
２
日
　
　
午
後
１

（土）

時
～
午
後
４
時
　
分
３０

□
場
所
　
館
林
市
三
の
丸
芸
術

ホ
ー
ル

□
内
容
　
講
演
、
が
ん
治
療
の
現

状
報
告
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
や
来
場
者
と
の
意
見
交
換

□
定
員
　
５
０
０
人
（
先
着
順
）

□
参
加
費
　
無
料

【
問
】
館
林
厚
生
病
院

　
　
　
　
　
　
緯
　
・
３
１
４
０

７２

　
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
明
和
第
１
団

（
代
表
 落
合
明
祐
さ
ん
）は
、
体
育

祭
や
産
業
祭
等
で
募
金
活
動
を
行

い
、
３
６
５
０
円
を
、　

ユ
ニ
セ

（財）

フ
協
会
へ
寄
附
を
し
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

【
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
】

野
中
 康
如
 （
丈
・
由
紀
／
上
江
黒
）

こ
う
す
け

【
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
】

田
口
　
実
　
　
　
　
大
輪
　
元
万

３３

新
井
ト
シ
ジ
　
　
　
江
口
　
人
美

８８

柏
木
清
太
郎
　
　
　
梅
原
　
政
一

８１

※
戸
籍
の
窓
で
は
、
広
報
め
い
わ
へ

の
掲
載
を
希
望
し
た
人
だ
け
載
せ

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま

た
、
掲
載
を
ご
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、

企
画
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

文芸
《

明

和

俳

句

会

》

まちの
募
集
し
ま
す

戸
籍
の
窓

初
凪
や
沼
に
沿
い
た
る
古
刹
二
寺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  　
   松
本
夜
詩
夫

初
詣
絵
馬
一
杯
の
志
望
校
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  　
　
荒
井
み
ね
子

短
日
や
追
わ
れ
る
様
な
野
良
仕
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  荒
井
す
み
子

干
支
ね
ず
み
飾
り
て
除
夜
の
鐘
を
待
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  江
原
    さ
い

初
市
の
幟
は
た
め
き
道
の
駅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  折
原
　
篤

コ
ン
サ
ー
ト
余
韻
ま
と
い
し
小
春
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  笠
原
　
照
代

十
二
月
客
ま
ば
ら
な
る
茂
林
寺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
　
好
生

寒
プ
ー
ル
 弛
 む
五
体
の
ネ
ジ
を
巻
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
髙
橋
三
重
子

ゆ
る

平
凡
に
生
き
て
果
て
た
き
年
迎
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
対
比
地
京
子

雪
嶺
へ
色
を
重
ね
て
山
幾
重
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
名
子
春
実

迎
春
や
歩
き
順
調
辿
り
着
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
富
治

蘇
生
せ
し
師
走
街
行
く
至
福
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
ふ
で

ネ
ク
タ
イ
の
絹
ず
れ
の
音
寒
の
朝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
塚
　
生
代

第
２
回
館
林
邑
楽

医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム

館
林
厚
生
病
院

小
児
科
医
が
語
る

子
ど
も
の
救
急
対
処

館
林
保
健
福
祉
事
務
所

寄
附
採
納

緑
化
講
座
開
催

　
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、

家
庭
緑
化
推
進
の
た
め
、
ま

た
、
皆
さ
ん
の
庭
づ
く
り
の

参
考
と
し
て
緑
化
講
座
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

□
日
時
　
２
月
　
日
　
　
午

２１

（木）

前
　
時
～
正
午

１０

□
場
所
　
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

□
テ
ー
マ
　
園
芸
用
土
と
肥

料
の
基
礎
知
識

□
受
講
料
　
無
料

□
申
込
方
法
　
県
緑
化
セ
ン

タ
ー
へ
直
接
電
話
で
申
し

込
む

【
問
】
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
緯
　
・
7
1
8
8

88
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必ず電話してから受診してください
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●広報めいわは、自然保護のため再生紙と大豆油インキを使用し作成しています。

撮影場所　斗合田地先

　「かわをたずねて」も１０回目を迎えました。また、新年の１月号ということで今
回は新年にふさわしい日の出としました。有名な利根川でなく、イメージの良くな
い「谷田川」の日の出です。この川でもこんなきれいな日の出が見られます。
　今年も良い年となりますことを祈ります。

谷田川からの日の出

かわをたずねて

写真・文　明和フォトクラブ　奈良英世

（平成１９年１２月１日現在）

　総人口　１１，６４５人　（－６）
　　男　　　５，８５６人　（－４）
　　女　　　５，７８９人　（－２）
　世帯数　　３，７３６世帯（＋１）

　　　　※（　）内の数字は前月比

町の人口と世帯

館林邑楽全地区館　林明　和
千代田

期　日
耳鼻科小児科・内科外　科内　科

今村ｸﾘﾆｯｸ
（７０）２２２１

竹越医院
（８４）３１３７

岡田整形
（７２）３１６３

後藤内科
（７２）０１３４

竹越医院
（８４）３１３７

１月１３日（日）

－
菅沼医院
（７２）９０９０

新橋病院
（７５）３０１１

まりレディス
（７６）７７７５

－１月１４日（月）

板倉耳鼻
（８０）４３３３

神尾内科
（７５）１２８８

慶友整形
（７２）６０００

安楽岡医院
（７２）０５７２

ミツワ診療所
（７０）３０３０

１月２０日（日）

川田耳鼻
（７２）３３１４

小林内科
（８８）８２７８

海宝病院
（７４）０８１１

横田胃腸科
（７２）４９７０

館林地区
と同じ

１月２７日（日）

川村耳鼻
（７２）１３３７

さくらｸﾘﾆｯｸ
（７２）３８５５

小曽根整形
（７２）７７０７

大石内科
（７４）２３６２

館林地区
と同じ

２月３日（日）

今村ｸﾘﾆｯｸ
（７０）２２２１

たけい小児科
（小児科のみ）
（７６）２５２５

慶友整形
（７２）６０００

ゆたか医院
（７３）７３０８

福田ペイン
（８４）１２３３

２月１０日（日）

－
こやなぎ

（小児科のみ）
（８０）２２２０

澤田皮膚外科
（７０）７７０３

橋田内科
（７２）０００１

－２月１１日（月）

板倉耳鼻
（８０）４３３３

横田医院
（７２）０２５５

最上胃腸科
（７４）３７６３

館林記念病院
（７２）３１５５

館林地区
と同じ

２月１７日（日）

　○診療時間は、午前９時～午後５時　（ただし、耳鼻科の診療時間は、午前９時～午後１時）
　○救急テレホンサービス(緯７３・５６９９）：受診可能病院を紹介しています

緊　　　　急夜　　　　間
（午後７時～１０時）

歯　　　　科

館林厚生病院（内科・外科）

（７２）３１４０

夜間急病診療所（内科・外科）
　(７３)２３１３（要電話確認）

（日曜、国民の祝日、年末年始は休診）

館林邑楽歯科保健医療センター
（７３）８８１８

午前９時～正午・午後１時～３時

休祝日当番医

　　士急病……………１８件
　　士交通事故……… ６件
　　士その他…………１０件
　　士合計……………３４件

１２月の救急車出動回数


